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緒 言

現在赤血球 中の各種 の成分の正常値については,

ヘモ グロビンをは じめ として種 々の測定がお こなわ

れて いるが1), SOD活 性についての年齢別の測定値 は

報告 されていない。

1969年Fridovich2)に よ って初 めて報 告 された

SODは,生 体 内の代謝過程で発生す る, Superox

ide free radicalのscavengerと して酸 素 毒性 の

防御機構の うち重要 な役割 を果た し,ま た生体 の老

化現象 と深い関係がある と言 われて いる3) 4).

また枯草剤 として広 く使用 されて いるグラモキ ソ

ン(パ ラコー ト製品)の 中毒5)の発生 機構は生体内で

O-2を発生す るため と言 われてお り,事 故 による致死

率 も高い.さ らに末熟児 のhyaline membrane dis

ease,放 射 線障害7)とSOD活 性の変化が注 目され

るに至 った.

以上のよ うな知見 か ら,日 本人の成人 を中心 とし

て老 年および幼 年についてのSOD活 性 を測 定す る

必要性 を認め,本 実験 を行 なった.

実験材料 および方法

幼児血:扁 桃腺摘 出術,斜 視矯正術 を受 けた4～

6歳 の子供(男 性4例,女 性7例),平 均4.8歳.成

人血:明 らかな疾 病 を持 たない20～35歳 の成人47

例(男 性17例,女 性30例)平 均22歳.老 人血:老 人

ホームに入寮 してい る70歳 以上の老人22例(男 性8

例,女 性14例)平 均81.4歳.

第1報 の成績よ り, SOD活 性 の測定 には溶血液 を

クロ ロホル ム,エ タノールで抽出 した粗酵素液 を用

い, xanthine-xanthine oxidaseの 系 でNBT還 元

の阻害 につ いて,最 大 値 の1/2を 示す濃度 か ら単

位 の計算 を した.

実 験 成 績

1. 血中SOD活 性 の平均値の差の検定

a. 度数分布 および算術平均の信頼限界

成人血 および老人血 の度数分布,相 対度数分 布 を

〔図1, 2〕 に示 す.図 よ り明 らか なよ うに血中

SOD活 性の分布 は明確 な2峰 とは認 め られず,そ の

型 は一般 には正規分布 に近いが幼児血 では対数正規

分布 に近 い と認 め られ た.そ れ故2つ の型 を想定 し

て算 出をお こなった.両 者 の95%の 信頼 限界は実数

およ び対数計算値 で求 め実数 に換算 して 〔表1〕 に併

記 した.

血 中SOD活 性の性差

Winterbourn等 は米 国成人の男女の血中SOD活

性 に差 の な い こ とを報 告 して いる8).本実験 で検 討

した測定 値 は幼 児血 の男性17.1±2.11 (m±SD)

 Units/mgHb,女 性18.3±4.42.成 人血の男性15.2

±3.09.女 性14.6±4.56.老 人血 の男性11.3±2.00.

女性11.5±3.44.で あ り,い ずれの場合 も有意差 は
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認 め られなか ったので以下 の検討 は男女合 わせ て,

年齢別 におこなった.

(表.1)　 幼児血,成 人血,老 人血 にお けるSOD活 性の平 均値 の信頼限界(95%)

b. 幼児血.成 人血 ・老 人血 の活性値

年齢別 の血中SOD活 性 の平 均 値については次の

ことが認 め られ た.

実数 による比較では,幼 児血 は17.9±3.8Units/

mgHb,成 人血 は14.8±33,老 人血 は11.4±3.0で,

それ ぞれの平均値 の差 の検定 では 〔表2〕 に示す ご

と く幼児 血 は 成人血に比 較 して有意に高 く(危検率

1%),老 人血 は成人血に比 して有意に低 く(危検率

1%),ま た幼児血 に比 して も有意 に低 い.(危 検率

1%)事 が認 められた.な お臍帯血16例 の活性値 は

13.8±4.5で あ り成人血 と大差 は認 め られなかった.

(表.2)　 血中SOD活 性 の平均値 の差異

* はWelch検 定,他 はt検 定

(表.3)　 幼児血 ・成人血 ・老人血の血 中SODの 活性値(Unit/mgHb)

考 案

SODは1969年McCord, Fridovichに よって明 ら

か に され て以来 日が浅 く,そ の研究 も比較的生化学

的分野 に限 られて いる.

一方第3報 に述 べ る如 くシアンイオ ン
,ジ メチル

ジチオカーバメイ ト,パ ラコー トな どの環境汚染物

質 に よって血 中SOD活 性 が阻害 され ることか ら,

血 中SOD活 性 の正常値 を知 ることが公衆 衛生 学上

必要 とな った.し か しなが らSODが 老化 と無 関係

でない事 実 か ら,年 齢 とSOD活 性の関係 について

検討 をお こな う必要が生 じた.

老 化の促 進に脂質 の過酸化反応が関与 して いると

考 えられ,こ の初期反応 にsuperoxide free radi

calが 関与 して い るた めにそのscavengerと して

VitEと 共 にSODが 注 目され るに至 った.し か しな

が ら日本人 の血 中SOD活 性の変 化に関す る報 告 は

認 め られず9).本研 究によ って明 らかにな った老人 の

血 中SOD活 性 が低 い事実 はsuperoxide free ra-
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dicalに よる老 化 をさらに強 める傾 向があ ることが

推定 され る.一 方 において幼年,成 年,老 年 の順 に

活性 値 が高 い事実か ら,血 中SOD活 性 の正常値 を

求めるには年齢別の測定 が必要で あると考 えられる.

図1　 血 中superoxide disnmutase活 性 値 の 度 数 分 布 図2　 血中SOD活 性 の相 対度数 分布

結 論

日本人 の幼児 血,成 人血,老 人血 のSODを 測定

し,以 下 に示す ごとき成績を得 た.

1. 老人血 のSOD活 性 は成 人血 のそれ に比 べて統

計的 に有意 に低い事が認 め られた.

2. 幼児血のSOD活 性 は成人 血 のそれ に比 べて統

計的 に低 い事が認 め られた.

3. これ らの成 積 よ りSOD活 性 は年齢 と共 に低 下

す る事が推測 され る.

稿を終 えるにあたり,終 始御指導,御 校閲を賜わった

恩師緒方正名教授に深甚の謝意 を捧げるとともに,実 験

の御指導 をいただいた水垣順子助手,老 人血を提供して

下 さった光生病院副院長沼田尹典医学博士,論 文作成に

多大の御援助を頂 きました人見硬技官,蓬 郷智子氏 をは

じめ快 く血液を提供して下さつた教室の皆様に深謝致 し

ます.
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The levels of human erythrocyte superoxide dismutase activity

 classified by age and in vitro inhibition by some polluting agents

Part 2 The levels of human erythrocyte superoxide dismutase activity

 classified by age

Kazuko UEDA

Dept. of Public Health, Okayama Univ. Med. School

(Director: Prof. Masana Ogata)

The levels of human erythrocyte superoxide dismutase activity were determined to establish 

a normal range classified by age. Blood samples were drawn from 11 little children aged 4 to 

6, 47 young adults aged 20 to 35 who have no apparent diseases and 22 old people aged 70 to 

100 living in a nursing home. 

The following results were obtained.

1, The distribution of SOD activity levels is 17.9•}3.8(m+SD) Units/mgHb in children, 14.8

+3.3 in young adults and 11.4•}3.0 in old people.

2, The data show SOD activity decreases with age. Statistically the mean value of each group 

is significantly differes from one another.


